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新春の候、皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

さて、私たちはアートを鑑賞する時、どのように作品と向き合っているでしょうか。日本では、美術館

で作品そのものよりキャプションを読む時間の方が長いとも言われます。では、知識や情報を得ることだ

けが鑑賞の本質なのでしょうか。美術の授業においても、生徒が「正解」を受け取るような鑑賞活動にな

ってしまうことがあります。 

本研修では、こうした課題意識を踏まえ、「対話型鑑賞」を学びながら、鑑賞を通した学びの在り方を見

つめ直します。対象にあらかじめ決まった意味を求めるのではなく、生徒自身が関係性や価値を見いだし

ていくためには、どのような学習が必要なのでしょうか。皆様とともに考えてまいりたいと思います。 

ACOP（Art Communication Project）は、「みる・考える・話す・聴く」を基本とし、鑑賞者同士の対話を

通じて対象を読み解く教育プログラムです。そこで育まれる力は、美術にとどまらず、コミュニケーショ

ン教育全般にも広がっています。学校現場には、さまざまな対象と向き合い、対話する機会があります。

対話型鑑賞への理解を深め、鑑賞やコミュニケーションを捉え直す時間をご一緒できれば幸いです。 

皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

記 

１．日  時  令和８年２月１４日（土）１４：３０～１８：３０（受付１４:００～） 

 

２．会  場  芝中学校・高等学校（港区芝公園 3-5-37） 

         ※会場校へのご連絡・お問合せはご遠慮ください。 

当日の緊急連絡先 090-4432-2886（研究所携帯） 

           

３．内  容  ワークショップ「対話型鑑賞の基本」 
 

４．講  師  伊達
だ て

 隆
たか

洋
ひろ

 先生 

京都芸術大学 教授／アート・コミュニケーション研究センター所長 

【講師プロフィール】 

2007 年に京都芸術大学の対話型鑑賞教育プログラム

「ACOP」の分析に関わったのをきっかけに対話型鑑

賞の研究と実践に従事。 

全国の美術館スタッフ、学校教員への対話型鑑賞の

研修のほか、医療・福祉従事者の養成や企業・ビジ

ネスパーソンの研修なども手がけている。 

2020 年よりファシリテーター育成講座を主催。2016

〜2021 年度文化庁主催ミュージアム・エデュケータ

ー研修講師。 

共訳にフィリップ・ヤノウィン著『どこからそう思う?学力をのばす美術鑑賞:ヴィジュアル・

シンキング・ストラテジーズ』、共著に『ここからどう進む？対話型鑑賞のこれまでとこれから

—アート・コミュニケーションの可能性」など。 

殿 



 

５．定  員  ２０名（申し込み順 ⇒定員になり次第締め切ります） 

 

 

６．参 加 費  無 料（当協会会員各校の拠出金と(公財)東京都私学財団からの補助金で運営しております） 

 

 

７．申込方法  ２月９日（月）までに東京私学教育研究所ＨＰよりお申込みください。 

 

URL  https://k.tokyoshigaku.com 
 
 
８．委 員 名（支部・学校名） 

委員長  小島 綾子（⑪聖パウロ学園） 

委 員  石井  槙（①和洋九段女子）  磯貝  健（② 芝  ） 

志田  翼（⑧世田谷学園）  杉原  誠（⑩富 士 見） 

 

東京私学教育研究所 芸術体育生活系教科研究会（美術） 

担当：松田・板澤 

                    TEL 03（3263）0544 

 

【案内図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天候の悪化や各種災害、それに伴う公共交通機関の対応などにより、実施方法（オンライン研

修を含む）プログラムの変更や中止（延期）となる場合があります。その際には web 申込時に

ご入力いただいたメールアドレスへ迅速にご案内させていただきます。 

 


